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ノカルディアの中には気菌糸を容易に生ずる

ものと生 じ難い菌株 とがある｡ N.asteroides

に於ては気菌糸を生ずる菌株群を一つのtypeと

認めて, 是を gypsoidestypeと称することも

ある｡ しか し本菌の研究に従事 して屠て気付 く

事は,菌株によって気菌糸産生に難易のある事

は勿論認め られるがそれと同時に培養条件によ

って も気菌糸の産生に大きい差異のある事であ

る｡どの様な培養条件によって気菌糸が旺盛に

産生されるか,又その場合抗酸性 と如何なる闇

係があるかについて系統立った研究はないので

今回はこの研究を行った｡

又,ノカルディアを臨井本材料中で結核菌と鑑

別する場合に抗煮沸性が問題 となって くる｡現

在迄にノカルディアの抗煮沸性について詳細な
研究はないのでこの点について も検討 した｡

実験材料並に方法

(1) 使用菌株 :第 1報に於て述べたと大体同じ菌株

を用いた｡即ち N.asteroides49株,N.brasiliensis12

株 (但気菌糸と抗酸性の関係を見る実験では No.1(J6

No.202を除く10株)N.madurae2株,N.farcinica,

N.polychromogenes,Proactinomycesrestrictus,N･

blackwellii,N.leishmanii,N.epbingeri,N.alba,

N.bostroemi,N.intracellularisN.transvalensis,

N.pretoriana,N.lenuisconvoluta各 1株宛′合計75

抹 (気菌糸と抗酸性の関係を見る実験では73株)であ

る｡

(2) 気菌糸の程度 :気菌糸の程度を現わすに次の表

示法を定めた｡

O- 気菌糸を認めず｡

I- 集落の]邪Zlにのみ気菌糸を認めるo

n- 集落の大部分が気菌糸で掩はる｡

Ⅲ- 集落全体がtTT_盛な気菌糸で掩はる0

第1同は気菌糸の程度を示したものである｡

(3) 使用培地 :気菌糸と抗酸性の閑係を検する場合

には次の3種の培地を使用した｡

第 1図 ノカルディア気菌糸産塗の程度

-125-



-126-

(a) KelれerandMorton'smedial).Kelner&

Mortonが抗菌性放線菌の胞子産生に良好であると称

えた培地で次の組成から成る｡5gtyptone,logsト

arch,3gDifcobeefextract,2gglucose,1.2g

Na2HPO4,0.8gKH2PO4,0.1gFeSO4･7H20,15g

寒天｡以上を1立の pOtatOeXtraCtに溶解する｡

potatoextractは 100gの細切した馬鈴薯を1立の

水で浸出した上清であるo

(b) Czapek寒天の SuCrOSeを1%乳糖に変えた

培地｡曽って上坂乏)がN.kuroishiのCellfragmen-

tationに良好である事を認めた｡pH7.0として使用.

(C) 1%グリセリン寒天｡pH7.0

全被検菌株は1%グリセリン寒天斜面で継代され,

上記3種の培地斜面に植継ぎ 30oC,4過後にその発

育,気菌糸産生の状態を検査した後,各々より塗抹標

本を作成し,Ziehl-Neelsen染色を行って抗酸性の程

度を検した｡

(4) 抗酸性の程度 :第1報3)で述べた如く仝視野中

に於ける抗酸菌体の数の全菌体に対する比からその程

度を0,1,2,3,4,5の5段階に分けた｡

(5)抗煮沸性の検査 :Bennett'sagar斜面に1ケ

月培養した各菌株から6枚宛の塗抹標本を作り,1枚

は Ziehl-Neelsen染色を施し,他の5枚は石炭酸フ

クシン加温染色後,10秒,30秒,1分,5分及び10分

間煮沸しメチレン青後染色を行って抗煮沸性 を検 し

た｡

実 験 成 績

(1) ノカルディアの気菌糸産生 と抗酸性

第 1表 は 1% グ リセ リン寒 天, Kelner &

Morton培地及び乳糖 Czapek寒天斜面に各種

ノカルディア73株を4週間培養 した時の気菌糸

と抗酸性の関係を示 したものである｡

グ リセ リン寒天の場合69株発育 しその中21株

(6十 8+7)即30%に気菌糸を認めた｡Kelner

& Morton培地では70株発育 し31株 (6+13+

12)即ち44%に気菌糸を認めた｡ 処が Czapek

寒天では52株 しか発育 しなかったがその中41株
(79%)といふ多数に気菌糸を認めた｡

抗酸性を見ると Grade 3以上の株がグ リセ

リン寒天では69株中41株(9+27十5)で59%,

Kelれer&Morton培地では70株中44株 (63%)
あったのに対 し乳糖 Czapekでは52株中僅か16

秩 (31%)に過ぎなかった｡又逆に非抗酸性に
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第 1表 各種培地に於ける気菌糸と抗酸性の相互

関係

1%グリセリン寒天

抗 酸 性 の Grade

O-
Ⅲ

Ⅲ

気

菌

糸

i
o

i6

2 :3 I4
二.
H

γ-+0.119 nonslgnificant

Kelner& Morton培地

抗 酸 性 の G rade
T
IT

=

H

I

=

川

¶
気

菌

糸

汁

..I
-
.
I

.

.

C
'

=

2
一

4

1
271

I
L
L

9

1

513
3 5

5 弓7 ㌔22〉18

9

6

3

2

3

1

1

2

0

1

1

γ-+0.126 monslgnificant

乳糖 Czapek寒天

酸
小-

抗

下Fo

の性
Ⅷ

3
㌃

oⅠ
Ⅲ

Ⅲ
一

気

菌

糸

一
計

1

4

0

2

"

7

14

1

1

2
..
8

5

0

3

0

8

1

.
l

G rade

･l

ri

1

2

4

5

計

l

1

0

0

…
2

γ- +0.449** highlysig nificant

留まった菌株 (Grade0)から見ると, グ リセ

リン寒天では 6株 (9%),Kelner& Morton

培地で14株 (20%)であったのに対 し乳糖Cza-

pek寒天では18株 (29%)といふ多数にのぼっ

た｡即ち乳糖 Czapek寒天は他の2培地に比 し

発育,抗酸性には不適当であるが,気菌糸の産

生には好適と言はれや う｡

次に気菌糸産生と抗酸性の相関々係を検 して

見ると,表に見る如 くグ リセ リン寒天では γ-

+0.119,Kelner& Morton 培地では γ- 十
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第2表 ノカルディアの抗煮 淵 .土
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* Kf0.1,0.3は各々10秒,30秒を示す

0.126,乳糖 Czapek塞天では γ- +0.449であ

った｡これをt分布で検定するに乳糖 Czapek寒

天のみが highlysignificantであった｡即ち乳

糖 Czapek寒天を使用すると気菌糸の産生が旺

盛な菌株程,抗酸性も亦強 くなる傾向が認めら

れる｡

(2) ノカルディアの抗煮沸性

抗煮沸性の検査に当ってはあまりに抗酸性の

菌体の少ない材料(Gradel及びGrade2の一部)

は抗煮沸性検査を行ふ際,たと-赤染菌が存在

しても見落す場合があり得る事を考慮して少 く

共 Grade 2以上の抗酸性の標本について集計

した｡

その結果は第 2表に示す様に N.asieroides

38株, N.brasiliensis12株,その他のノカル

ディア5株について検討した｡表に示 す 様 に

N.asterodesで KflO以上を示す株が6株も

あった｡これ以上の Kfを険 しなかったが斯様

に高い Kf値は雑菌性の ミコバクテリウムでは

見られない処である｡斯様に高い Kf値を示す

菌株は検査時 (培養1ヶ月目)に於て短梓蘭,

類球状の菌及び重屈折性の栢粒を認める蘭より

なり菌糸形はこの時には存在 しなかった(｡

N.brasilieusis の抗酸性は第 1幸浸3) で述べ

た様に N.asteroidesよりもやや強いが抗煮沸
性はやや弱い様で多 くは 1分以内で赤染蘭を認

められな くなった｡

その他のノカルディアの中, N.intracetlu-

laris(No.170)は抗酸性甚だ強 く総ての菌体が

赤染 したが Kfは5に留まった｡

考 察

グリセ リン寒天や Kelner&Morlon培地は
板雑な組成の所謂complexorganicmediaであ
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って斯様な培地では合成培地よりもノカルディ

アの発育がよく且抗酸性も強い事は第 1報呂) に

於て既に述べた処であって,今回の実験に於て

も再び確認された｡

一方気菌糸について見ると所謂 Complexor-

ganicmediaよりも乳糖Czapek培地の様な poor

な培地に於て旺盛に産生される事が分った｡こ

の点から考-ると発育に不適当な条件の下で気

菌糸の産生が盛んになる様に恩はれる｡

グリセリン寒天や kelner& Morton培地で

気菌糸と抗酸性の相関を認めることができなか

ったのは両者に於ては半数以上の菌株が気菌糸

を有 しない為であって,乳糖ツアベック寒天で

は気菌糸の組分け (0, I,Ⅲ,Ⅲ)の何れの
群にも大体平等に菌株が分布 して居る為,相関

関係が認められたのである｡

即ち気菌糸の有無は従来言ほれた如 くある菌

株には常に認められると共に (今回の被検菌株

中では Nos.123,138,159,175,176,179,188,

193,197,198,205,206の 12株),培養基の成分

によっても著 しく変動するものである｡

抗煮沸性は周知の如 く結核菌とその他の抗酸

性の菌とを鑑別する方法として推賞されて居る

が,本実験に見る株にN.asieroidesではKf10

以上の菌株が相当数存在する事が判明したので

あるから菌種診断に当っては充分慎重なるを要

する｡

結 論

各種のノカルディアを用いて気菌糸と抗酸性

の闇係を検討 した｡又ノカルディアの抗煮沸性を検討 した｡

(1)グリセリン寒天,Kelner&Morton培地の

様なcomplexorganicmediaに於てはノカルデ

ィアの発育はよく抗酸性も亦強いが気菌糸の産

生は極めて貧弱であるo 之に反 し乳糖 Czapek

培地の様な合成培地では発育よくなく抗酸性 も

LrJL,､が気菌糸の産生は旺盛である｡

(2) 何れの培地でも気筒糸を産生する菌株も

存在する｡

(3) 乳糖加 Czapek寒天上に於ては気菌糸の
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産生と抗酸性の間に相関関係が認められた｡即

ち気菌糸を旺盛に産生する菌株程,抗酸性も亦

強い傾向があるQ

(4)N.asteroidesに於て Bennett'sagar1
ケ月培養後に KflO以上を示す株が6株あるO
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